
 

 

 

 

  

月の園だより 
 

令和４年１２月１日 

目黒区立第二上目黒保育園園長  

 

 
月日が過ぎるのは早いもので今年も残すところ１か月になりました。 児童遊園の木々の葉が茶色く

色付き落ち葉となり、地面一面を埋め尽くしています。落ち葉をたくさん集めて、頭の上から落ち葉

を落とすと「もっとやって」と落ち葉吹雪を楽しんでいました。2 歳児クラスの子どもたちが落ち葉

をバケツにたくさん入れて、「あちち」と言いながら「やきいもできたよ」と声をかけてくれました。

「アツアツでおいしそう」と葉っぱを取り出すと「焼き芋」の歌を楽しそうに口ずさみます。先日の

４．５歳児クラスの芋ほり遠足で掘ったさつま芋が給食に出ると、クラスの職員が話しをしたことを

覚えていたようで葉っぱをさつま芋にイメージして友達と遊ぶ姿がほほえましいです。寒い日が続き

ますが、戸外遊びを楽しんでいます。これからもっと寒さも厳しくなりますが、子どもたちの元気い

っぱいの声を聞いて、沢山力を貰いたいと思います。   

生活発表会では、お忙しい中参加してくださりありがとうございました。大勢の人の前でなりきっ

て演じる緊張と楽しさもあり、わくわくドキドキと五感をフル回転しながら自分の力でやり遂げた充

実感を味わったのではないしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の予定 

 

生活発表会 幼児クラス 

５歳児懇談会 

身体測定・避難訓練 

おやつがハニーバターサンドだという事を伝

えると… 

A「やったー今日かにーバターサンドだ！」 

B「え？はに？」 

A「ちうがうよ！かに！！ハサミがあるや

つ！！」 

子どもたちの会話を聞いて、かにがはさまって

いるサンドイッチを想像したら笑いがとまらな

い保育士でした。 

宇宙飛行士の話から  

保育士「わかたこういちさんって知ってる？」  

A「知ってるよ。ロケットにのって宇宙に行った

人でしょう。」  

B「宇宙にはなんでも飲み込むブラックホールっ

ていうのがあるらしいよ」 

 C「えー！じゃあ日本も飲みこまれちゃうの？」 

 D「いや、日本は大丈夫。おっきな国にちょこっ

と隠れているから」 

と、世界地図をみて安心していました。 

幼児クラスの 

つぶやき 

年末年始の保育園は 

 

１２/２９（木）～１／３（金） 

 

おやすみです 



楽しそうにおままごとをしている友達に「いれてー」と声を掛けたAさん。「あとでね」と言われてし

まい、少し元気がなくなってしまいました。保育士がAさんに「おままごと一緒にやりたかったんだよ

ね、いれてくれるまで先生と一本橋して待っていようか」と言って床に寝かせ「いっぽんばし こちょこ

ちょ」と歌を歌ってふれあい遊びを始めました。最初は体も表情も固かった Aさん。でも「こちょこち

ょ」の時になるとくすぐりに我慢できなくなり、ついに、にこにこと笑顔が見えてきました。何度かやっ

ているうちに「やってー」と他の子も加わってきました。友達も加わり、横に並んで寝転がると、お互い

に顔を見合わせて笑いあっています。今度はみんなでふれあい遊びを楽しみ、Aさんはいつの間にか元

気になっていました。体を触れられ、心地よさを感じられるふれあい遊びは、子どもたちが大好きな遊び

一つです。ふれあい遊びを通して、子どもたちと一緒に楽しんでいきたいです。 

 

保育士が子どもの手を取り、左右に体を揺らし『おすもうくまちゃん』を歌うと、子どもたちも笑

顔になり保育士の目を見ながら片足を上げて楽しんでいます。その姿を見て、他の子たちも「やって

～」と近づいてきます。つぼみ組でこの遊びが広がっていくと、室内遊びの際、自ら保育士の手を取

り、足を上げてやってもらおうとする姿が出てきました。「あ！おすうもうくまちゃんだね？」と聞く

と、「うんうん」と笑顔で応えてくれます。保育士がきっかけだった遊びも、自分たちから始める姿に

変わっていき成長を感じました。1対 1で遊ぶ事の多いふれあい遊びは子どもたちにとって特別な時

間でもあります。その関わり合いの中で安心感を感じて楽しく過ごせるよう、これからも色々なふれ

あい遊びを楽しんでいきたいと思います。 

つぼみ組 ０歳 

ちゅーりっぷ組 １歳 

たんぽぽ組 ２歳 

戸外でかけっこを楽しんでいます。一人ずつ名前を呼ぶと「はーい」と手を挙げ元気に返事をしてい

ます。「よーいどん」の掛け声を合図に、ゴールで待つ保育士をめがけて一斉に走り出す子どもたちで

す。保育士のところへ飛び込んでくる子どもたちは、どの子も笑顔で一生懸命に腕を振りながら走って

きます。「ゴール」と保育士のところへ走っていき、受けとめると倒れそうになります。「ギュー」と抱

き着く瞬間は子どもたちも重なり合いながら楽しそうに大笑いしています。 一番になりたい気持ちか

らフライング気味な子どもも多いですが、その姿もまたゴールで待つ保育士にとってはかわいらしい姿

です。これからも保育士や友達と体を動かして遊ぶ楽しさや、心と体が触れ合う喜びを感じられるよう

いきたいと思います。 


